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下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、
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	（1） 研究会等……平成18年度からの継続の隔月の研究会を２つ維持した。
（2） 調査等……A大学工学部演習調査（再調査：４月）、B大学PBLチュートリアル調査（９月）、C大学PBLチュートリアル調査（比較用：10月）、D大学ワークショップ調査（６月と11月）を行い、それぞれについて繰り返しのデータセッションを行った。また、特別企画として国立国語学研究所の吉岡泰夫氏が管理している実際の医療面接場面データの見学会も行った。

（3） 知見等
ビデオエスノグラフィーという新しい研究プログラムを用いて、データを分析するプロセスを確立した。医学部PBLチュートリアルに関しては、教育的介入のある特別な形が発見された。すなわち、学生の行う臨床推論に対し、チューターが、評価をあたえず、確認だけをしながら議論の展開を図ることが常態となっていることから、このPBLチュートリアルという場では、学生同士こそが、学生の提出した臨床推論を評価する立場を割り当てられていること、教師（チューター）はその作業のための進行管理を相互行為上の役割として分担しているだろうことがわかった。
都市研究の演習では、新しい都市についての学的指標づくりが課題として与えられていたが、その「新しさ」の水準を徹底したものとして考えようとすると、指標性が獲得しがたい、という二律背反性があるようだった。我々の観察したα班では、班内に指標性を維持しようとする成員と新しさを追求しようとする成員の両者が微妙な相互行為を行っていた。ビデオエスノグラフィーによって、その両者ともに、専門としての「都市工学」を志向していることがわかった。教育を単に結果でみるのではなく、プロセスを通して分析することの価値が発見された。このほか、Ｄ大学データからは、ワークショップのなかで、様々なカテゴリー（例：専業主婦）が、その性質を露わにしていることが見て取れた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※　成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を　　添付すること。
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11.研究発表（平成１９年度の研究成果）
　〔雑誌論文〕　計（　２　）件 
	著　者　名
	論　　文　　標　　題

	樫田美雄、岡田光弘、五十嵐素子、宮崎彩子、出口寛文、真鍋陸太郎、藤崎和彦、北村隆憲、高山智子、太田能、玉置俊晃、寺嶋吉保、阿部智恵子、島田昭仁、小泉秀樹
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　※　研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す
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